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1　 は じめに

　高齢化 の急速な進行に 伴い ， 近年 ， 駅 や公 園な

どの公共施設で 高齢者へ の 配慮 ，
い わ ゆ るバ リア

フ リ
ー化が進み つ つ ある 。 観光面にお い て も同様

の 動 きが 出てお り，高齢者に配慮 した宿泊施設が ，

年々
， 増加 し つ つ あ る 。

　一方 ， 農山村地域で は ， グ リーン ・ツ
ーリズ ム

（以下 ，
GT ）が地域活性化の

一手段 として 注目さ

れて お り、
「農山漁村滞在型 余暇活動の た め の 基

盤整備の 促進 に関する法律（1995）1 の 施行後は ，

農山村地域の 宿泊施設の 充実が 図られて い る 。

　農山村地域の宿泊施設は高齢者に と っ て 最も関

心 の 高い 施設 の
一

つ で ある ため 注 1 ）
， 実は 高齢旅

行者に対する配慮が最 も重 要とな る施設で ある 。

しか しなが ら ， 現実に は，
一

般の 宿泊施設 と比較

して 高齢者 に対する 配慮が 遅れ て い る こ とが懸 念

され る 。

　そ こ で 本論文で は ， サ
ービ ス の 供給側で あ る公

営宿泊施設 （農家民宿は含 まな い公的な宿泊施設）

が高齢旅行者に どの ように対応 して い るの か ， そ

の実態を把握する とともに 、 利用者で ある高齢者

の 宿泊施設に対す る意識調査 を通 じて ， 高齢者対

応型農村宿泊施設 の 課題 と今後 の展開方 向に つ い

て 考察す る 。

II 研究方法

　供給側 （公営農村宿泊施 設）の 調査 には ， 岡 山

県で GT 振興施策の対象 となっ て い る 53 の施設 を

対象 と した 注 2）。各宿泊施設に調査用紙 を送付 し ，

そ の 施設の 責任者 （また は代表者）に回答 を求め

た 。 有効回答は 44 件 （回収率 83％ ）か ら得 られ

た 。 なお ， 調査用紙の 配布 ・
回収は郵 送方法に よ

り ， 2000 年 11 月下旬に実施 した 。

　一方 ， 利用者側 （65 歳以上 の高齢者）の 調査対

象は ，   岡山市在住の老人クラブ ， 社会福祉協議

会 の 会 員 151名 ，   岡山県内の 宿泊施設
注 3）

に訪れ

た高齢旅行者 200 名の総数 351名で ある 。 252 名

か ら有効回答が得 られた （回収率 72％ ；  111名 ，

  141名）。 調査 は  が 2000 年 12 月上 旬に
，   は

2001 年 1 月 下旬 に実施 した 。 なお ， 調査用紙は ，

岡山市内の 高齢者 （  ）には各組織 の 会長に配布 ・

回収を依頼 した 。 施設側の協力を得て 1宿泊施設

に訪れ た高齢者 （  ）には ， 客室で 回答 して もら

っ たit　4）
。

　回答者の年齢は 65〜 69歳の 人が 23．6％と最 も多

V カS
，　65 歳未孛茜 12．6％ ，　70〜 74 歳 19．5％ ，　75〜79

歳 22．0％ ， 80〜84 歳 17．5％ ， 85歳以 上 4．9％ で 特

定 の年齢 へ の 偏 りは 少ない 。 また
，健康状態で は ，

「日常動作に支障がない 」 84．3％ ，

「日常動作 に支

障が あ る が介助 して も らうほ どで はない 」 13．2％ ，

「少 しの介助が必要で ある」 2．5％で ， 大部分の 回

答者の 健康状態は良好で あ っ た 。

　なお ， 以下の調査結果は ，

「不 明」及び 「非該当」

を除い て 集計 したもの で ある。
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表 4 ．ソ フ ト面の整備状況
III高齢者対応 の 実態

まず ， 公 営農村宿泊施設側 の 調査結果 か ら ，

施設の 高齢者対応の実態を明 らか にす る 。

1 高齢者の 宿泊旅行者数の 推移

　高齢旅行者の宿泊者数の 推移は ，
「変わ ら

な い 」 と回答 した宿泊施設が約 7割 と最も多か っ

た が
，

「増えて い る 」が 全体の約 4 分の 1を 占め て

い た 。 こ の こ とか ら，高齢者の 宿泊旅行者数は や

や増加傾 向に ある と い え る （表 1参照）。

表 1．高齢旅行者数の推移

旅行者数 件数 比率（％）

増えて い る 10 23
変わらない 30 70
減 っ て い る 3 7

サーピス の 内容 対応状況 サ
ー

ヒ ス の 内谷 対応状況

食事内 容 （メニ ュ
ー，相談） 18（％） 非常事態の 備え 3

施設内の 移動 10 高齢者 へ の 接遇 3
便 所 （車椅子の 人 の 介助） 5 盲導犬の許可 11

浴室 （入浴の 手伝い等） 5 駐車場 へ の 出迎え 2
寝室 （配食サ

ービス等） 0 宿泊料の割引 0

2　 施設側か らみ た高齢者配慮の 必要性

　高齢者配 慮の 必 要性 を感 じ る か に つ い て は ，

「大い に思 う」 が 46％
，

「少 しは思 う」 が 49％と

高齢者 へ の 配慮の 必要性を実感 し て い る宿泊施設

が ほ とん どで あ っ た （表 2参照 〉。

表 2 ．高齢者へ の 配慮の 必要性

配慮の 必要 性 件数 比率（％）

大い に 思う 20 46
少しは思う 21 49

特に思わない 2 5
少しも思わない 0 0

　次 に表 4 は宿泊施設 の ソ フ ト面 の 整備状況 を示

した もので あ る 。 高齢者に対応 して い る サービ ス

の種類 としては ，

「食事内容」が 18％ と最も多 く ，

次い で 「盲導犬 の許可 」 が多 くな っ て い た。 しか

し，ハ ー ド面の 整備状況 と同様 に
， ほとん どの宿

泊施設が高齢者 に対応 したサ ービ ス を設けて い な

い こ とがわ か る 。

　 な お ，
こ れ らの 整備 状況 の 調査 に 関 して は ， 長

寿社会対応住宅設計指針注 6）
，
バ リア フ リー等に 示

された整備基準に基づ い て ハ
ー ド面 ，

ソ フ ト面の

対応の有無を調査 した 。

4　 現在の 整備状況に対す る意識

　表 5は現在の 高齢者 に対する整備状況 に つ い て

の宿泊施設側の認 識を示 した もの であ る 。
「充実

し て い な い 」 と回答 した宿泊施設が 9割を占め
，

逆 に 「充実 して い る」 と回答 した宿泊施設 は
一
件

もな か っ た 。 施 設側 も不十分な高齢者対応を 自認

して い る 。

表 5 ．現在の 整備状況 に対 す る意識

3　現在の 整備状況
注 5）

　表 3は宿泊施設の ハ
ー ド面の 整備状況を示 した

もの で あ る 。 高齢者に 配慮 した整備 を して い る場

所 として は，「駐車場」 が 52％ と最も多 く， 次い

で 「便所」 が 多 くなっ て い た 。 しか し ，
全体的に

は ほ とん どの 場所で 整備 をして い な い 宿泊施設が

多 い こ とがうかがえる 。

表 3 ．ハ ード面の 整備状況

場所 主な 正 備内容 設 置 状 況

玄関 ・通路 ・廊下 段差，通路の 幅等 19（％）
階段 段の 高さ，手すり等 9
浴室 ・脱衣 ・洗 面 所 通報装置，水洗器具等 11
便所 床，便座周りの 広さ等 28

居閤・食堂 机の 高さ等 14
寝室 非 常 口，通報装置 等 9

昇降機 広ざ 音声装置等 4
自炊場 調理台の 高さ等 10
駐車場 駐車ス ペ ース 52
その 他 案内表示 ，冷暖房等 10

現在 の整備状況 件数 比挙 （％）

充実している 0 0
充実して い ない 39 91
分 か らない 4 9

5　今後の高齢者対応 の意向

　図 1は高齢者向けの 整備 に対 する今後の 意向と

高齢者対応に よる差別化 の意向 （高齢者対応を し

て い る こ とを施設の 魅力と し て ア ピール し ， 差別

化 を図 る こ と）と の ク ロ ス 集計結果 を示 したもの

で ある 。 全体 と しては約半数の 宿泊施設が高齢者

対応を差別化 の手段 と して取 り入れた い と考えて

い る。また ， 今後高齢者対応 の 整備を しようと思

っ て い る宿泊施設ほ ど高齢者対応を施設の 魅力 と

して ア ピール した い と考え て い る施設が多 くな っ

て い る 。

　更 に ， 図 2 は今後の 整備の 方向を示 したもので

ある 。
「分 か らない （まだ決め て い な い ）」 と回答
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した宿泊施設が 56％ と多か っ たが
，
整備の 方向を

既 に決め て い る施設にだけ に焦点を当て る と 「施

設の ハ
ー ド面 ・ソ フ ト面両方の 整傭を進める」 と

回答 した施設が多い こ とが分かる 。

　一方 ， 今後整備 を行お うと思わ な い 施設 に そ の

理由を聞い た とこ ろ ，
「現時点の 高齢者対応 の 成

果が分か らな いか ら」とい う意見が多か っ た （「そ

の他」 の不満）。
つ まり， 高齢者に配慮する こ との

メ リッ トが必 ず しも明確で ない こ とが ， 高齢者対

応を保留 して い る原因 とな っ て い る こ とが推察 さ

れ る。

り，健康で 比較的若い 高齢者ほ どよ く宿泊旅行 を

して い る結果 とな っ た。

2　 宿泊施設 に対する不満な点

　回答者が最近泊ま っ た宿泊施設に対 して の 不満

点 （複数回答）に つ い ては ，
「特にな し」 と答えた

回答者が約半数 と多か っ たが ， 具体的な不満点 と

し て は 「食事内容」，

「施設内で の移動が大変 」 と

の 回答が多 くな っ て い た （図 3参照）。 また ， そ の

他の 項 目で は ，

「施設の 増設 ・増築に よ り ， 施設 内

の移動の 時に 困 っ た」，「館 内設備に つ い て の 案

内 ・説明が十分で な い 宿泊施設があ る 」 な どの 意
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図 1 ．整備に対す る今後の意向と差別化の 意向
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ド面で の

　 　 　 　 　 　 　 整備 を中心に 進め る

灘 覇徽
図 2 ．今後の 整備の 方向

IV　利用者側の 意識

　次に
， 高齢者に対する調査結果か ら， 現在の宿

泊施 設 （
一般 〉に対する不満点 ， 高齢者が望む整

備内容 ， 高齢者対応の旅行頻度 へ の 影響な どを明

らか に する 。

1　 高齢者の 宿泊旅行の動向

　回答者の年齢．と健康状態の 関係に つ い て み る と ，

前期高齢者 （65〜74歳までの高齢者）の健康状態

は ，
「日常動作に 支障は な い 」 93％ ， と健康で ある

人の 割合が か な り高い こ とがわか っ た 。

　次に ， 回答者の 健康状態 と旅行 頻度の 関係に つ

い てみ たとこ ろ ， 健康状態が思わ しくない 回答 者

ほ ど年 間宿泊旅行回数が少な くな っ て い た 。 つ ま

　　脇 での 黝 ・腋 　同
一

嗣 「「，
淋
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　　　　　 図 3 ．宿泊施設で の不満

3　 高齢者が宿泊施設 に望む整備 内容

　 回答者が最低隈整備 して も らい たい 宿泊施設の

設備 ・サービ ス に つ い て 示 し た も の が ， 図 4
，
5

である 。 図 4 で は ハ
ー

ド面 ， 図 5 で は ソ フ ト面で

の 整備に そ れぞ れ 対応 し て い る 。 まず，ハ ー ド面

では ，
「段差の 解消」 55．4％ ，

「床 を滑 りに く くす

る 」 52．6％ ， な どの 施設内の移動に 関する要望が

多 くな っ て お り ， 次い で ，
「通報装置 をつ ける 」

38．3％ ，

「非常 口 を確保 す る 」 32．3％ ， な どの 非常

事態時の 安全確保に 関す る要望が多 くな っ て い た。

　　　・

羣攤 ≡ ・廻

　冷囎 の 翻 がしや すい 　・一 ■ 一 一 43

足腰 の 弱 い人 へ の 工 夫をする　一 38，2

・爨轢1≡ 躄
　 　 　 　 室 内 の空 間 を広くする

　 　 扉が急に閉まらない ようにする

　 便所などで介助できる空間を作る

目の 弱い
・不 自由な人 への 工 夫をする

　 　 　 ガラ ス 戸の 安 全性 を高 める

　 　 出入 りロ ・通路 の幅 を広くする

洗 面器 ・スイッチ等の 高さを低くする

　　　　　 0　　10　20　　30　40 　5〔｝　60 （％》

図 4 ．ハ
ー ド面 で 必要な整備
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　次に ， ソ フ ト面で は ，

「高齢者向けの メ ニ ュ
ーを

つ くる 」 43．4％ ，厂食事内容の相談 」 25．5％ ， な ど

の食事面に 対する要望が多 くな っ て お り，次い で
，

「宿泊料金を安 くする 」 39．4％
，

厂緊急医療体制の

病院が 近 くにある 」 36．4％
，

が多 くな っ て お り ，

こ れ らの 要望 が特に多い こ とが うかが える 。

　 　 高齢 者 向 けの メ＝ ユ
ー

を つ くる

　 　 　 　 　 宿 泊料 金を安 くする

夜 間 ・休 日診 療 科 の病院を 紹介 できる

　 　 　 　 食事内容の 槍談をする

　 　 従業員に研 修をさせる （行う）

　 　 　 　 　 配食サ
ー
ビス をする

　 　 　 福祉器具の 貸し出しをする

　 　 　 車 の 乗 り降 りを手 助 けする

　 　 シャワ
ー
椅子の 貸し出 しをする

　 　 　 大 浴 場の 貸 し切 りが 出来 る

　 　 　 手 話を使える従業員が い る

　 　 　 　 　 盲 導 犬 を許 可 する

　 　 　 　 移動の際 に手 を貸す

　 　 　 　 入 浴の 手伝い をする

　 　 　 　 便座 へ の移動を手伝 う

　 　 　 　 就寝の手 伝 い をずる

　 　 　 　 　 0　　　10　　　20　　30　　　40 　　　50 （％）

図 5 ．ソ フ ト面で 必 要な整 備

5　 高齢者対応の宿泊施設に対す る意識

　表 6は ， 高齢者対応の 宿泊施設が今後増えて欲

し い か に つ い て 示 して い る 。
「増えな くて もよ い 」

と い う回答が若干存在したが ，大半の 回答者が 「増

えて 欲 しい 」 と答えて い る 。 次に表 7 では ， 高齢

者対応の 宿泊施設があ るこ とで 回答者が もっ と旅

行 した くなるかに つ い て 示 して い る。「大 い に思

う」 が 32．4°
！e ，

　「少 しは思 う」 が 34．5％であ り， 高

齢者の対応に よっ て旅行意欲が高まる こ とが うか

が える 。

表 6 ．高齢者に配慮 した宿泊施設が増え て 欲 しい か

咼 η　 の 思 口
…

（％

増え て 欲しい 205 84．7
増えなくて もよい 21 8．フ
分か らない 16 6．6

4　 現状 の 高齢者配慮に対 す る満足 度

　現在の 宿泊施設の 高齢旅行者に対する対応 に つ

い て ， 約 半数 （56．8％ ）の 回答者が 「あ る程度 は

満足 して い る」と答え て い たが ，
「満足 して い な い

（あま り満足 して い ない
， 全 く満足 し て い な い ）」

の 回答は 2割程度で あ っ た。 しか し ， 宿泊施設 の

高齢者配慮に対する回答者の 満足度 と健康状態 と

の 関係 に つ い て ク ロ ス集計を用 い て分析 をする と，

健康で ある人で は宿泊施設の 現状に満足で きな い

人 が少な い が ， 日常動作 に支障を来 して い る人だ

と宿泊施設の 現状に満足で きな い 人が多くな っ て

い る こ とが分 か る （図 6 参照）。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 0　10　203040 　50607080 　90100　（％）
　　　　　　　　　 　・in1　ー−つ−T−−F．H7

　　　　　　　鴿 尊マ ；； 二即
　　 日常動作に支障はない 　飄【；

．
＝ ．

r
，：：澗■唄■暉［l

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 I

日常動作 肢 隴 来 して い る ，：1・1：1
’
：：二J−1コ 幽 虻二ご ；

L］ ある程度 は 満足 して い る

口 　 あま り満足 してい な い

表 7 ．高齢者対応型宿泊施設に対する旅行意向

旅 行 意 向 件 比 ；
’
（％）

大 い に 思 う 77 32 ．4
少 しは 思 う 82 34 ．5

特 に 思 わ ない 67 28．2
分 か らな い 12 5

V 　高齢者対応型 へ の 展 開方向

匿 　 穴 い に満足 して い る

● 　ど ち らとも 言えな い

塰 　全 く満足 して い ない

図 6 ．健康状態別にみ た配慮に対す る満足度

1　 調査結果 の総括

　公営農村宿泊施設で は
， 高齢者の 利 用 が増加傾

向にあ り ，高齢者へ の配慮は必要だ と認めて い た 。

しか し ， 実際 には ，ハ ー ド面 ・ソ フ ト面の両 面で

整備水準が低い こ とが わか っ た 。 その こ とに つ い

て は宿泊施設側 も自認 して い る 。 また ， 今後は 「高

齢者対応 に よ る差別化 」 を取 り入れた い と考えて

い る施設が約半数を占め て い た 。 更に ， 整備 の 方

向と して は ，
ハ
ー ド面 ・ソ フ ト面の 両面で の 整備

を進 め て い く傾 向が認 め られ た 。

一方 ， 高齢者 へ

の 対応は しない と回答 した宿泊施設で は ， そ の理

由と して 「効果が 明 白で な い 」点 を指摘 して い た 。

　
一

方 ，利用者側で は ， 前期高齢者は健康な人が

多く， 旅行回数も多い 結果 とな っ た 。 高齢者の 宿

泊施設に対する不満は ，「施設内の移動 」と「食事」

に関するもの が 中心 で あ り ， 高齢者の 施設に対す

る要望 として ，
ハ

ー ド面で は ，
「移動 に 関す る こ

と」，
厂非常時の 安全確保」， ソ フ ト面で は ，

「食事
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内容」，

「宿泊料金 」，「急病時の対応 」 が多くな っ

て い た 。 また ， 現状の 宿泊施設の整備水準に ， 健

康状態に支障のある高齢者の不満はやや高 くな っ

て い た もの の ， 全体と してはそ れ程大 きな不満は

なか っ た 。

2　 今後の 展開方向

　高齢者対応 を遅 らせ て い る施設側の 理由と して

は ， 施設に と っ て 十分に メ リッ トがあ る とは思え

な い こ とが考え られ る 。 公営農村宿泊施設の 経営

状態は良好で ない と推察 され る
E7 ＞

。 そ の ため ，

高齢者対痣の 整備をする こ と に よる追加の 投資が ，

施設 の経営状況を更に圧 迫する 可能性がある 。 何

よ り ， 整備を し た と こ ろ で 宿泊客が増え る とは限

らない 。 また実際 ， 高齢者対応の 整備 を行 うに し

て も J 個々 の 宿泊施設で は対応が 困難な事項もあ

る 。

　一
方，利 用者側 の理 由として は ，   どれ くらい

対応 して い るか よく知 らな い こ と ，   整備 自体は

望 ま しい と思 っ て い る が ， 宿泊料金な どには反映

して欲 し くな い こ と ，   65 歳 〜 74 歳 まで の高齢

者は健康で ， 身体的な不 自由はそれ程感 じて い な

い 人が多い こ となど ，
が 考え られ る 。

　 つ ま り，高齢者対応 の今後を考え る に あた っ て ，

公営農村宿泊施設の 高齢者対応 を遅 らせ て い る こ

れ らの理 由を改善する こ と が 必要に な る。

1）高齢者対応 によ り ， 施設側にメ リ ッ トが で る

　　 よ うにする

　 高齢者の 多 くは ， 宿泊施設の 高齢者対応に関心

があ り ， 高齢者対応の 整備 をすれば高齢旅行者数

が一層増 える こ とが予測 され る 。 し か し ， 公営農

村宿泊施設の 中には ， 高齢者対施の実際の成果が

分か らない ため に ， 高齢者に 対する整備を行う意

欲の な い 施設が 見受けられる （16％ ）。 つ まり， 施

設側に 明 白な メ リ ッ トがで るようにす る必要があ

る 。 具体的には ， 自治体 な ど の 第三者機関による

整備基準の 格付 けによ り ， 施設の 整備水準を公表

する こ とが有効で ある 。 また ， それ ど共に
， 高齢

者対応の宿泊施設の PR と して ，
マ ス コ ミな どへ

の情報発信も必要になる と考え られ る 。 高齢者へ

の格付け情報の 提供に よ り， 実際に整備を行 っ て

い る公営農村宿泊施設の 需要が増えれば ， 整備を

するこ とに疑 問を抱い て い た宿泊施設 でも整備を

する意欲が起こ る と考え られ る。

2 ）整備 に必要な経費が経営 を圧迫 しない ように

　　する

　施設の バ リア フ リー化の ように ， 施設内の設備

を改善す る には ， 相応の 資金が必要 とな る。しか

し ， 繰 り返 しになるが ， 現在の宿泊施設の経営状

況は良い とは い えない 。 高齢利用者が増え て も ，

多額の資金 を費や したため に経営状況が 逆に 悪化

して しま うケ
ー

ス もで て くる可能性があ る 。 従 っ

て ， 高齢者対応の 整備 に よ り ， 経営状況 を更に悪

化させ る こ とを防 ぐ必要が ある 。 具体的な対策 と

して は ， 国などの 補助金 による経費の 負担の軽減

が考 え られ る 。 また ， ソ フ ト面での対応 を中心 に

行 う こ とも有効で ある と考え られ る。 ソ フ ト面で

の対応は コ ス トをあま り必要 としな い も の が多い 。

現在 ，ソ フ ト面で最 も対応が進ん で い るの は ，

「食

事 」 に つ い て で ある 。 しか し ， 利 用者は満足 して

い な い 人が 多い 。 従 っ て ， 高齢者の ニ ーズにあ っ

た きめ細 か い 対応が重要となるだ ろう。

3 ）利用 者の ニ ーズ に即 した重点的整備を行 う

　高齢者数の 増加 に伴い ， 今後 ， 高齢旅行者の ニ

ーズ が更に高 まる こ とが予測され る。そ の た め ，

公営農村宿泊施設で は高齢者対応の 整備 を行
．
い ，

こ の高齢者 ニ ーズに可能な限 り応え て い く必要が

ある。しか し ， 現在の 宿泊施設の現状か ら ， 全 て

の ハ
ー ド面 ・ソ フ ト面の 整備 をす る こ とは不可能

で あ る 。 従 っ て ， 高齢者対応のために重点的整備

する 内容 を吟味 し ， そ の 箇所か ら整備 を行 うこ と

が妥当で あろ う。 利用者側の ア ン ケー ト結果 を踏

まえ る と ， 具 体的には ，
ハ

ー
ド面の 整備で は ， 施

設内の移 動に関す る整備を ，
ソ フ ト面では ， 食事

面に関す る対応を最優先に行うこ とが効果的で あ

ると考えられ る。次い で ，
ハ

ー ド面で は非常事態

に対する整備が ， ソ フ ト面では宿泊料金 ， 緊急医

療体制の 整備が優先して整備する こ と と して あげ

られる 。 な お ， これ らの 整備 を行う過程で
， 増築

や増設が必要 とな る宿泊施設が で て くる可能性 が

あるが ， その 際 ， 案内表示等に配慮 して整備 を行

う必要が あ ろう 。

4 ）施設 （点）か ら地域 （面）へ の 拡大

　 GT は ， 直売所 ，農業体験な ど農山村地域全 体

が
一

体 とな っ て そ の 地域の 振興を図る活動で ある 。
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従 っ て ， 高齢者対応 を考えるな らば ， 宿泊施設だ

け の 整備 を進めて も意味がな い 。 旅行者の行程（訪

問先）も高齢者 に対応す る こ とが 重要になる 。 地

域全体で 高齢者に対応する こ とは ， 地域に と っ て

大きな特 色とな り，観光客 を増やす大 きな要 因と

なろ う。

　 自治体で は
，
2000 年 7 月に交通 バ リア フ リー法

が施行されて以 降 ， 駅や バ ス ター
ミナル ， その 周

辺 の道路の段差解消や音の で る信号機の 設置な ど

総合的な バ リア フ リー化が 図られ て い る 。 従 っ て ，

自治体の バ リア フ リ
ー

化 と GT 関連施設の 高齢者

対応を連携させ る こ とで 一層地域全体の高齢者対

応 が進 むこ とに つ ながるで あろ う 。

W 　おわ りに

　本論文 で は ， 公 営農村宿泊施設の高齢者対応 が

遅 れ て い る現状 を把握 し ， 今後の 方向と して い く

つ か対策を提案 して い る 。 これ らの対策は ， 施設

の 改 造補修の 問題や利 用者へ の 情報提供の 問題 ，

地域全 体 の 高齢者対応の 問題など 自治体の役割が

大 き くなる 。 しか しなが ら ， 交通 バ リア フ リー法

で ， 自治体に求め られた整備の 前提 となる 「基本

構想」 の 作成が ， 半年経 っ た現在で も 1町だけ で

ある とい う現状 か らみ て も ， 現在の 自治体の 対応

は遅れ が ちで ある 。 今後の 自治体の高齢者対応事

業へ の 取 り組み姿勢が最も重要な鍵 とな る で あろ

うik　8）
e

　　　　　　　　　　　【注】

注 1）　 農林水産省統計情報部 が平 成 12年 12月に 公 表 し

　　　　た 「都市と農 村 の 交 流 に関 す る 意 識 ・意 向に つ い

　　　　て 」 の 結果概要で は，高齢者の 公 営宿泊施 設 ・農

　　　　家民 宿 に 対 す る宿 泊 意 向 が 他 の 年 齢 層よ りも高

　　　　くな っ て い る （20代 ；47％ ， 30代 ；60％ ， 40代 ；

　　　 65％，50 代 ；67％，65 歳以上 ；70％ ）。

注 2 ）　 この 53件の 宿泊施設は，い ずれも岡 由 県農 林 水

　　　　産 部 農政企 画課の 「岡 山県 ふ る里 い きい き推進協

　　　　議 会」 で 設定 さ れ た 公営 の 宿泊施設 であ り， 農家

　　　　民宿は 含 ま れ て い ない 。

注 3 ）　 1宿泊 施 設は ， 注 2 ）で 認め られ た公 営の 宿泊施

　　　　設 で は な い が，施設の 立 地 環 境か らみ て 公 営宿泊

　　　　施設で あ る と 見 な しう る。

注 4）　 1宿泊施設 にお 願 い した ア ン ケートで は，泊 ま り

　　　　に 来 た高 齢 の 団体に 回答を求めた た め ，
65 歳未

　　　　満の 回答者が一
部混 じ る結果 とな っ た。

注 5 ）　 実 際 の 調査 票 に は ， 詳細 な項目毎に 整備の 有無を

　　　　質問 して い る （例えば便所 に関 して は ，
「腰掛 け

　　　　便所 で あ る 」，「通 報 装 置 が あ る 」 等）が ，表 3 ，

　　　　 4 で は ， 大 項 目別 に集計 し た結果 の み を 示 して い

　 　 　 　 る。

注 6）　 こ の 指針は ，加 齢 等 に よ る 身体機能の 低 下や 障害

　　　　が生 じた 場合 に も基本的 に そ の ま ま住 み 続 け る

　　　　こ と が で き る よ うな 住 宅 の 設 計 に つ い て 指 針 を

　　　　示 す こ とに よ り、高齢社会 に対応 した住宅ス トヅ

　　　　クの 形 成を 図る こ とを目的 とす る もの で ， 建 設 省

　　　　に よ り策定 さ れ ， 平成 7 年 に都道 府県 に 通知さ れ

　　　　て い る 。

注 7 ）　 国土 庁 が 平成 8 年 度 に 行 っ た 公 営宿 泊 施設の 決

　　　　算状況 の 調査 に よ る と ， 全 国 に 1900あ る 公営宿

　　　　泊 施設 の う ち約 半 数 （45 ．3％ ）が 赤字経営となっ

　　　　て お り ， 反 対 に黒 字経営は 2割ほ ど しか ない 。

注 8 ）　 平成 13 年 5 月 1 日 ， 朝 日新 聞。
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Recently，　the　number 　of　aged 　tourists　is　increasing　With　the　advance 　of　the　agtng 　society．　This　paper　alms 　to　elucidate　current
conditions 　of　rural 　public　accommodations 　ln　cop 由g　with 　the　aged 　tourists．　We 　invest三gated　the　leve王s　of　fadlitles　and 　services

prov三ded　by　the　rural 　public　accommodations 　in　Okayama 　prefecture　and 　also 　conducted 　a　questionnaire　survey 　to　both　the　aged
to面 sts　and 　the　aged 　city　dweUers，　As　the　results

，　it　was 　cleared　that　the　current 　measures 　devised　to　deal　with　the　aged
tQurists　are　inSuffiCient．　Finally　we 　prr）posed 　some 　effective 　countermeasures 　to　improve　the　conditions ．
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